
磁力ある街の形成は
東京の国際競争力を高めるということ

　森ビルが設立した一般財団法人森記念財団は、2018年10
月に「Global Power City Index 2018（世界の都市総合力ラ
ンキング）」を発表した。同調査は、「経済」「研究・開発」「文
化・交流」「居住」「環境」「交通・アクセス」の6分野のスコアを
複眼的に評価し、都市の「総合力」をランキング形式でまと
めたものだ。
　調査対象は世界中の44都市。今年の上位ランキングはロ
ンドン、ニューヨーク、東京で昨年と順位に変化はなかっ
た。同レポートでは、「国際的な都市間競争において人や企
業を惹きつける『磁力』はその都市が有する総合的な力に
よって生み出される」という考えに基づいて作成されてい
る。
｢魅力的な都市空間の実現を目指すためにグローバル規模
で都市づくりの実態を調べる必要があると感じています｣
（稲原 攝雄氏）

　同社は東京全体の国際競争力を高めることが、日本に貢
献することであり、日本を超えて多くの都市に貢献するこ
とだと考えている。
｢六本木・虎ノ門・丸の内・渋谷など、それぞれの街に特色と
魅力があることで、グローバル企業は東京で拠点を構える
際の選択肢が増え、結果として、東京全体の魅力が高まって
いくと考えています｣（稲原氏）

複合的な再開発事業で
｢街｣を創出してきた

　同社は港区を中心に大規模再開発を行ってきた。複合的
な再開発事業では1986年に行った「アークヒルズ」が最初と
なる。これは民間企業による日本初の大規模再開発事業で
あり、今後同社によって展開される「ヒルズ」の原点となっ
ている。その後、代表的なエリアの再開発では「六本木ヒル
ズ」、「虎ノ門ヒルズ」などが続く。
｢共通しているのは複合開発ということです。オフィスだけ
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村田 康明 氏 でなく住居や店舗、ホテル、文化施設などの機能を組み合
わせてきました｣（村田 康明氏）
｢アークヒルズ｣は24時間都市として、オフィスや住宅と
いったさまざまな用途を複合化させることを意識した。
2003年竣工の「六本木ヒルズ」では「文化」を街のコンセプ
トにして、用途の複合化に加えて、「文化」を軸にさまざま
な要素を組み合わせたのが特徴である。
｢レジデンス棟の下層部にはブランドショップや食文化を
象徴するハイレベルな飲食店を設けています。メインタ
ワーとなる『六本木ヒルズ森タワー』の最上階には美術館
や展望台、文化施設といった違う機能をミックスさせ、今
までにない発見や刺激を提供しています｣（村田氏）
　2014年に竣工した｢虎ノ門ヒルズ 森タワー｣は、官民連携
で誕生した画期的なプロジェクトである。立体道路制度を
活用して道路の上にビルや街を創る計画も竣工当時に注
目を集めた。タワー内には1フロア面積1,036坪のオフィス
に加えて、カンファレンス、住宅、店舗、ホテル等からなる
複合施設となっている。
｢ビジネス空間と住居の融合。おそらく海外企業の方が日
本への赴任が決定した場合、家族も一緒に来るケースがほ
とんどです。家族が見知らぬ土地でコミュニティもないま
ま日常生活を過ごすのでは安心して仕事ができませんし、
レジデンス内で家族同士の交流があると心強いと思いま
す。そんな将来のありえる姿を想像して住居をはじめとす
る生活に必要な都市機能もビジネスに付随する重要なも
のだと考えたのです｣（村田氏）

グローバルビジネスセンター
形成に向けて再開発が加速する

エリア全体完成予想パース 

アの賑わいをサポートします。もともと虎ノ門エリアに生
活機能をもっと増やしたいと思っていましたので、それら
の施設を加えることで街の機能性が一段と高まることは
間違いありません｣（村田氏）

新たなイノベーションを起こす
仕掛けを創造する

　ビジネスタワー4階に開設する「イノベーションセン
ター」は、各社が運営しているシェアオフィスとは別の面
白さがある。
　そこは起業家に加え、大企業の新規ビジネス担当からエ
グゼクティブまで、さまざまな分野の起業家精神を持った
イノベーターが集うというもの。大企業からは起業家精神
の覚醒や育成、社内の革新力向上を目的に選ばれた社員が
参画。そこにはベンチャーの卵や、投資家に加え、それらの

商業施設、4階にイノベーションセンター、5階から36階が
オフィスフロアとなる予定だ。
｢この事業により、東京メトロ銀座線『虎ノ門』駅と日比谷
線『虎ノ門ヒルズ』駅を結ぶ地下歩行者通路や虎ノ門ヒル
ズと繋がる歩行者デッキが併せて整備されます。周辺の開
発と連携した歩行者ネットワークが強化されることで、街
の利便性が飛躍的に高まるものと考えています｣（村田氏）
｢バスターミナルには、東京都が計画するBRT（バス高速輸
送システム）が乗り入れ、臨海部と結ばれる計画です。環状
二号線の全面開通によって車でのアクセス性がかなり向
上することが見込まれ、空港リムジンバスの乗り入れも実
現すれば、羽田空港までの移動もスムーズとなるでしょ
う。東京の玄関口となり得るポテンシャルを備えています
ね｣（稲原氏）
｢商業施設は約6,300㎡の大空間になる予定です。売り場に
は高品質の食品スーパーや大型飲食施設を備え、このエリ

指南役であるメンターもいる。あえて雑然とした空間をつ
くり、交流や育成を通じて、新たなビジネスの創出を支援
するのが狙いだという。
｢一つひとつの区画が小さいので小規模な組織が対象と思
われがちですが、その中には非常に大きな企業を母体とす
る組織も存在します。そこが今までのシェアオフィスとの
違いです。一般のオフィスフロアは大企業の本社機能の移
転を中心に営業活動をしていきますが、本施設の営業はベ
ンチャーの皆様や大企業の新規事業部など会社の一部門
を対象にします｣（稲原氏）
　同社では、他にも先に竣工した「虎ノ門ヒルズ 森タワー」
などでイノベーション促進プログラムを支援している。例
えば、多様なイノベーター達による講演やワークショップ
を通じ、イノベーションを誘発することを目的とした
「Thursday Gathering（サーズデー・ギャザリング）」という
イベントだ。
「『ベンチャー・カフェ』という一般社団法人が主催者とな
ります。世界５都市で展開している組織なのですが、この
たび東京での開催場所を探していると相談を受けました。
彼らが新たなイノベーションを生み出すのに最も適して
いる場として、同ビル２階にある虎ノ門ヒルズカフェを選
びました。彼らが選んだ狙い通り、今では毎週木曜日、非常
に多くの人が集まり、イノベーター同士の活発な交流が行
われています｣（稲原氏）
　カフェに集まり、会話を楽しみながら交流を深めていく。
現時点では新規ビジネスの芽が出始めた段階に過ぎないが、
今後は大きなムーブメントが起こると見込まれている。

多様な要素がミックスされた
街を形成する

　次に控えているのが｢（仮称）虎ノ門ヒルズ レジデンシャ
ルタワー｣。竣工予定は2021年1月。建物高さ約220m、地上54
階建で、住宅棟として日本一の高さになる予定だ。会員制
スパなどを備えるレジデンス約550戸を供給する。子育て
支援施設や長期出張などに対応するサービスアパートメ
ントも整備し、虎ノ門エリアならではのニーズを満たす魅
力ある街づくりを目指す。

　そして2023年2月の竣工を予定する「（仮称）虎ノ門ヒル
ズ ステーションタワー」。東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒル
ズ」駅と一体で開発されるプロジェクトだ。複合用途の建
物となっており、オフィスやホテル、商業施設に加え、最上
階にはビジネス発信拠点を設置。大企業やベンチャー企
業、起業家から広く一般の方にも開かれた交流施設とし
て、新たなビジネスやイノベーションの発信拠点を目指す
という。
｢地下鉄の駅上に立地するため、非常にアクセス性に優れ
たビルになります。最上階のビジネス発信拠点は、あらゆ
るメッセージを全世界に発信するための情報基地となる
予定で、製品発表会やカンファレンス、展示会を開催する
ことはもちろん、カジュアルなパーティも行えるスペース
にします。ITやベンチャー、グローバル企業からのニーズ
にも十分応えられるものにしたいですね｣（村田氏）
　これら3棟が加わることで「虎ノ門ヒルズ」は、区画面積
約7.5ha、延床面積約24万坪、オフィス面積約9万坪、商業面
積約8,000坪、緑地面積約4,500坪と拡大。さまざまな機能で
構成される「国際新都心・グローバルビジネスセンター」へ
と進化する。

誰もが自由に交流を楽しめる
街づくりを推進していく

　虎ノ門エリア周辺では、その魅力をさらに向上させるた
めに、すでに「新虎通りエリアマネジメント協議会」を発足
し沿道の賑わいづくりに努めている。
｢『新虎通り』とは環状二号線（虎ノ門～新橋間）の地上部道
路の愛称です。地域の方々を中心に公募を行い決定しまし
た｣（村田氏）
　これまでも沿道では飲食を楽しめるオープンカフェの
設置や清掃活動を行ってきた。その他、「リオ五輪メダリス
トパレード」、東北6県の代表的な祭りが一堂に会した「東
北六魂祭パレード」、沿道を使って日本全国の魅力を発信
する「旅する新虎マーケット」、沿道のビル壁面に巨大な
アート作品を描く「TOKYO MURAL PROJECT」など、多
くのイベントを実施してきた。
　また、その新虎通り沿いに、「新虎通りCORE」が2018年9
月に竣工した。これは沿道に賑わいをつくる街区再編の第
1号プロジェクトの位置づけとなる。1・2階には賑わいや交
流の場となる商業施設を、3階にはインキュベーションオ
フィスを整備している。
｢この沿道周辺も含めたエリア全体で、日本における新しい
ビジネスの中心地となるような街の形成を目指しています。
ビジネスだけでなく生活もミックスさせた、未来型ビジネス
の拠点として、大きく進化させたいですね｣（稲原氏）

さまざまな要素が重なって
複合的な大規模再開発となった

　その虎ノ門エリアをさらに拡大・進化させる大規模開発
を新たに3棟発表したのは｢虎ノ門ヒルズ 森タワー｣竣工の
約2年後の2016年4月。「虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー」、
「（仮称）虎ノ門ヒルズ レジデンシャルタワー」、「（仮称）虎
ノ門ヒルズ ステーションタワー」の3棟を開発し、「国際新
都心・グローバルビジネスセンター」を形成する。
　いずれのプロジェクトも、同社が過去に開発したいわゆ
る「ナンバービル」を含む再々開発であり、東京五輪の開催
決定、東京メトロ日比谷線新駅の構想、国家戦略特区制度
の新設など、さまざまな要素が追い風となり、地元におい
て新たなまちづくりの機運が急速に高まったという。
｢虎ノ門は官庁街にも近く、大使館も多く立地しています。
日系、外資を問わず多種多様な企業も集積し、高いポテン
シャルを持つエリアですが、老朽化したビルも多く、機能
更新が求められていました。そのため、弊社のナンバービ
ルを含め、築年数が経過したオフィスビルなどを一体的に
再開発することで、エリアの磁力を一気に高めようと考え
ました｣（村田氏）
｢虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー」は2015年夏に都市計画が
決定、2016年１月に再開発組合を設立、2017年２月に着工
した。竣工予定は2019年12月。敷地面積は約10,100㎡、建物
高さ約185ｍ、地上36階、地下3階、塔屋3階建の規模となる。
1階にバスターミナルを配し、地下1階から地上3階までは
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するのが狙いだという。
｢一つひとつの区画が小さいので小規模な組織が対象と思
われがちですが、その中には非常に大きな企業を母体とす
る組織も存在します。そこが今までのシェアオフィスとの
違いです。一般のオフィスフロアは大企業の本社機能の移
転を中心に営業活動をしていきますが、本施設の営業はベ
ンチャーの皆様や大企業の新規事業部など会社の一部門
を対象にします｣（稲原氏）
　同社では、他にも先に竣工した「虎ノ門ヒルズ 森タワー」
などでイノベーション促進プログラムを支援している。例
えば、多様なイノベーター達による講演やワークショップ
を通じ、イノベーションを誘発することを目的とした
「Thursday Gathering（サーズデー・ギャザリング）」という
イベントだ。
「『ベンチャー・カフェ』という一般社団法人が主催者とな
ります。世界５都市で展開している組織なのですが、この
たび東京での開催場所を探していると相談を受けました。
彼らが新たなイノベーションを生み出すのに最も適して
いる場として、同ビル２階にある虎ノ門ヒルズカフェを選
びました。彼らが選んだ狙い通り、今では毎週木曜日、非常
に多くの人が集まり、イノベーター同士の活発な交流が行
われています｣（稲原氏）
　カフェに集まり、会話を楽しみながら交流を深めていく。
現時点では新規ビジネスの芽が出始めた段階に過ぎないが、
今後は大きなムーブメントが起こると見込まれている。

多様な要素がミックスされた
街を形成する

　次に控えているのが｢（仮称）虎ノ門ヒルズ レジデンシャ
ルタワー｣。竣工予定は2021年1月。建物高さ約220m、地上54
階建で、住宅棟として日本一の高さになる予定だ。会員制
スパなどを備えるレジデンス約550戸を供給する。子育て
支援施設や長期出張などに対応するサービスアパートメ
ントも整備し、虎ノ門エリアならではのニーズを満たす魅
力ある街づくりを目指す。

　そして2023年2月の竣工を予定する「（仮称）虎ノ門ヒル
ズ ステーションタワー」。東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒル
ズ」駅と一体で開発されるプロジェクトだ。複合用途の建
物となっており、オフィスやホテル、商業施設に加え、最上
階にはビジネス発信拠点を設置。大企業やベンチャー企
業、起業家から広く一般の方にも開かれた交流施設とし
て、新たなビジネスやイノベーションの発信拠点を目指す
という。
｢地下鉄の駅上に立地するため、非常にアクセス性に優れ
たビルになります。最上階のビジネス発信拠点は、あらゆ
るメッセージを全世界に発信するための情報基地となる
予定で、製品発表会やカンファレンス、展示会を開催する
ことはもちろん、カジュアルなパーティも行えるスペース
にします。ITやベンチャー、グローバル企業からのニーズ
にも十分応えられるものにしたいですね｣（村田氏）
　これら3棟が加わることで「虎ノ門ヒルズ」は、区画面積
約7.5ha、延床面積約24万坪、オフィス面積約9万坪、商業面
積約8,000坪、緑地面積約4,500坪と拡大。さまざまな機能で
構成される「国際新都心・グローバルビジネスセンター」へ
と進化する。

誰もが自由に交流を楽しめる
街づくりを推進していく

　虎ノ門エリア周辺では、その魅力をさらに向上させるた
めに、すでに「新虎通りエリアマネジメント協議会」を発足
し沿道の賑わいづくりに努めている。
｢『新虎通り』とは環状二号線（虎ノ門～新橋間）の地上部道
路の愛称です。地域の方々を中心に公募を行い決定しまし
た｣（村田氏）
　これまでも沿道では飲食を楽しめるオープンカフェの
設置や清掃活動を行ってきた。その他、「リオ五輪メダリス
トパレード」、東北6県の代表的な祭りが一堂に会した「東
北六魂祭パレード」、沿道を使って日本全国の魅力を発信
する「旅する新虎マーケット」、沿道のビル壁面に巨大な
アート作品を描く「TOKYO MURAL PROJECT」など、多
くのイベントを実施してきた。
　また、その新虎通り沿いに、「新虎通りCORE」が2018年9
月に竣工した。これは沿道に賑わいをつくる街区再編の第
1号プロジェクトの位置づけとなる。1・2階には賑わいや交
流の場となる商業施設を、3階にはインキュベーションオ
フィスを整備している。
｢この沿道周辺も含めたエリア全体で、日本における新しい
ビジネスの中心地となるような街の形成を目指しています。
ビジネスだけでなく生活もミックスさせた、未来型ビジネス
の拠点として、大きく進化させたいですね｣（稲原氏）

1階外構部分

さまざまな要素が重なって
複合的な大規模再開発となった

　その虎ノ門エリアをさらに拡大・進化させる大規模開発
を新たに3棟発表したのは｢虎ノ門ヒルズ 森タワー｣竣工の
約2年後の2016年4月。「虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー」、
「（仮称）虎ノ門ヒルズ レジデンシャルタワー」、「（仮称）虎
ノ門ヒルズ ステーションタワー」の3棟を開発し、「国際新
都心・グローバルビジネスセンター」を形成する。
　いずれのプロジェクトも、同社が過去に開発したいわゆ
る「ナンバービル」を含む再々開発であり、東京五輪の開催
決定、東京メトロ日比谷線新駅の構想、国家戦略特区制度
の新設など、さまざまな要素が追い風となり、地元におい
て新たなまちづくりの機運が急速に高まったという。
｢虎ノ門は官庁街にも近く、大使館も多く立地しています。
日系、外資を問わず多種多様な企業も集積し、高いポテン
シャルを持つエリアですが、老朽化したビルも多く、機能
更新が求められていました。そのため、弊社のナンバービ
ルを含め、築年数が経過したオフィスビルなどを一体的に
再開発することで、エリアの磁力を一気に高めようと考え
ました｣（村田氏）
｢虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー」は2015年夏に都市計画が
決定、2016年１月に再開発組合を設立、2017年２月に着工
した。竣工予定は2019年12月。敷地面積は約10,100㎡、建物
高さ約185ｍ、地上36階、地下3階、塔屋3階建の規模となる。
1階にバスターミナルを配し、地下1階から地上3階までは

虎ノ門ヒルズビジネスタワー 4階イノベーションセンターバスターミナル


